
 

 

昨年度に引き続き、今年もメ

ダル作成に取り組みました。『大 

島地区ゆうあいスポーツ大会』の幹事施設様よりご注文

頂いたメダルは、愛の浜園にある窯にて作成しているの

ですが、利用者さんと一緒に焼き上がりを待ち、窯が常

温になると直ぐに仕上げ（磨き）の作業に取り掛かりまし

た。作業を進めながら利用者さんに「ゆうあいスポーツ

大会で頑張って、このメダルを首にかけることができたら

いいですね。」と声を掛けながらの作業は、とても楽しく

進める事ができました。今回で２度目ということもあり、

作業もスムーズでとても楽しく進める事ができました。心

をこめて皆で一生懸命に作った作品です。１１月３日

（日）に開催される『ゆうあいスポーツ大会』では利用者

さんが競技を頑張っている姿に目がいく 

とは思いますが、「表彰式（メダル授与）の 

瞬間の利用者さんの表情にも注目したい 

な。」と、少しだけ思いました。（記事：田原） 

 

１０月号に、お誕 

生者の方の掲載 

もれがありました、 

改めてお詫びと訂 

正申し上げます。 

 

９月２７日(金)、慈愛会危機管理室長、濵田 英行 (はまだ ひでゆき) 氏を講師とし 

てお招きし、危機管理講習会を行いました。「プロフェッショナルを目指して」と題して、慈愛会の基

本理念や職員としての在り方などのお話をして頂きました。その他にも、最近テレビで報道される

あおり運転の対処法、飲酒運転、ハラスメントについてなど、貴重な話を聞く事が出来ました。愛

の浜園の職員からも、愛の浜園である危機管理的な質問や事故などを起こしてしまった際の対処

についてのアドバイスも頂く事ができ、今後に繋がるいい研修会だったと思います。(記事：惠（拓）) 

 

        

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

  

 

 

１０月１７日（木）に不審者対

策訓練を行いました。不審者が

施設付近に現れたと想定した

訓練です。不審者役に扮した職

員が敷地内へ入り、棟内に入ろ

うとするのを落ち着いた声掛け

で、敷地外へ誘導する事が出

来ました。訓練に参加した職員

の感想の中には「本当に不審

者が現れた時は、動きも予測で

きない為、上手く出来るか不

安。」「暴れてしまった時のさす

又の使い方の訓練も必要なの

では？」と言う意見もあり、今後

はそういった訓練も行っていこ

うと思います。今後も利用者が

安全に生活できるよう、色々な

事を想定し訓練を行っていきま

す。（記事：隈元） 

                       １０月２０日(日)、この日は「第４２回 愛の浜園 運動会」が行われる予定でした

が、数日前から当日の天気が思わしくない事が予想され、やむなく運動会を中止す

るという事になりました。当日は、場所を多目的ホールに移し、利用者さんと家族、

職員、奄美看護福祉専門学校からのボランティアで、午前中のみレクリエーションを

するという、初めての試みをしました。運動会では小学生や中学生が対象のパン食

い競争。今回は利用者さんや家族のお子さんが対象となり、みんな大喜びでした。

取りくま競争では、会場に来ていた家族の方たちで行い、皆さんいつもより多くの品

物を手にする事ができ、大満足だったのではない 

でしょうか。その他にも、家族競技（輪くぐり）や水入れ、利用者さんによるジャンベ 

やよっちょれ（ＹＯＳＡＫＯＩの総踊り）などもあり、午前中の２時間という時間でした 

が、内容の濃いレクリエーションになりました。来年こそ運動会の日は晴れると信じ 

たいですね・・・。ご協力して頂いた皆様、運動会を楽しみにしていた皆様、来年こ 

そ愛の浜園の運動会で会えるのを楽しみにしています。(記事：惠（拓）) 

 

 年号が平成から令和に変わり、早くも半年が経とうとしています。更には私たち日本国民にとって大きな変化と言えば「消費税率１０％への引き上げ」

ではないでしょうか。一言に増税２パーセントとは言うものの、軽減税率制度の導入などにより、困惑された方も居るのではないでしょうか。かく言う私

も、その一人です。イートインとテイクアウトでは掛け率が違う、食品に付属品が付くと食品の税率とは異なる等、制度全てに精通するには時間が掛か

りそうです。しかし納税は国民の義務、愛の浜園では今後も、「増税だから」と、消費を抑える事を最優先に考えるのではなく、利用者さんへのサービス

の質を落とすことが無いように、「いかに効率よく消費増税に対応していくか・・・」を実践していくことで、先ずはサービスの質を維持していくことができる

よう努めていきたいと思います。（副主任：田畑） 

 

１日(金）：体重・血圧測定 

３日(日）：大島地区ゆうあい 

スポーツ大会 

５日(火）：インフルエンザ 

        予防接種 

９日(土）：知根小学校 

学習発表会 

２４日(日）：感謝祭 

２６日(金）：健康相談 

編集・発行 障害者支援施設 愛の浜園 

奄美市名瀬大字知名瀬２５０４ 

TEL：５４－８０１１ FAX：５４－８０１２ 

 

（努力賞） 

・勝山 道代さん・グラウンド整備を率先して頑張っ 

てくれました。 

・郁 一男さん・・・毎回、作業を集中して取り組む事 

ができました。 

・里 喜美子さん・体調が良い時には、ティッシュ箱を

元に戻したり、食堂のテーブルを拭く

事ができました。 

・竹田 美喜子さん・食堂掃除を頑張っています。 

・西 順子さん・・・結核検診、腹部超音波検診を受ける

事ができました。 

・窪田 健太さん・選手宣誓の練習を頑張り、本番も元

気よく務める事ができました。 

・岩越 隆道さん・園歌斉唱を毎日大きな声で歌ってい

ます。 

（奉仕賞） 

・高 由香さん・・・就労のゴミをまとめてくれました。 

・中田 茂代さん・就労棟内の玄関掃除を頑張ってく

れました。 

 

 

（親切賞） 

・最上 順子さん・・毎日、お友達の食器の後片付け

を手伝ってくれました。 

・宝田 元気さん・・毎日、お友達の洗濯物をたたむ事

の手伝いをしてくれました。 

・盛  重和さん・・・友達の身嗜みの手伝いをしてくれ

ています。 

・朝谷 テツミさん・・友達を励ますなどの気配りをして

くれています。 

郁 一男さん・永田 三十六さん：目の不自由な友達 

に肩を貸し、移動の手助けをしてくれています。 

用 得美さん・・・・・腰を痛めている友達の洗濯物運

びを手伝ってくれました。 

 

 

令和元年１１月２４日（日） 

時間：９：３０～１２：００ 

場所：愛の浜園（雨天決行） 

＊駐車場は、職員駐車場をご利用ください。 

＊陶芸販売 ＊就労 B販売（野菜、手工芸品） 

＊軽食販売 ＊ゲームコーナー 

＊フリーマーケット ＊体験コーナー  

※他事業所さんの販売もございます。 

いつも支えて下さっている皆さんへ 
感謝の気持ちを込めて… 



 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２４日（火）に奄美さくらクラブの方々が、マ

ジックや踊りを披露してくださいました。利用者さ

んは、不思議なマジックにドキドキ。歌謡曲や島

唄が始まると一緒に踊り、とても楽しい時間になり

ました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

  

全国大会 第５７回全国知的障害福祉関係職員研究大会（鹿児島大会）に参加して 

１０月２２日～２４日の３日間、第５７回全国知的障害福祉関係職員研究大会（鹿児島大会）が開催されまし

た。全国大会の鹿児島での開催は４７年に一度と言われています。参加者は約１８００名。愛の浜園からは８

名の職員が参加、研修以外にも販売部門（物販：陶芸）でも参加しました。厚生労働省からの行政説明、「ｏｔｔ

ｏ＆ｏｒａｂｕ」のライブパフォーマンス、トークセッション等、初日からたくさんの勉強をさせて頂きました。今回の

テーマは、「未来へ！！福祉の力と共生社会」。私たちは、８つの分科会に分かれ、「老いに寄り添う」「自分ら

しく暮らす」「障がいのある人の居場所をつくる」「地域で働く」「思いをかたちに」「「その人らしく生きる」を支え

る」「知恵と技法を学ぶ」「現場の変化を知ろう」等を学んできました。私たちが取り組んできた共生社会、利用

者さんの望む暮らしの実現、愛の浜園が地域に果たすべき役割等、これから私たちは、「共生社会」に向けて

どのようなことができるのか、時代を見据えながら考え、ひとりでも多くの人に「愛の浜園と出会えてよかっ

た。」と思って頂ける事業所でありたいと改めて考えさせられる研修でした。（記事：辻原） 

 
１０月２２日（火）～１０月２４日（木）、鹿児島市市民文化ホールにて第５７回全国知的障害福祉関係職員研究

大会が開催され、愛の浜園も研修会や物品販売に参加してきました。大会には全国の福祉施設職員等約１８０

０名を超える規模であり、会場は多くの人で賑わっていました。愛の浜園は「陶器市」を出店ブースに展開し、今

回の販売メインは人形型の一輪挿し。訪れたお客様は皆、「これはどのように作っているのですか？」「かわい

いですね。利用者さんが作っているのですか？」「愛の浜園は通信販売（※１）はしていないのですか？」等、 

多くの関心を寄せて頂きました。他にも愛の浜園に窯があることへの驚きや、奄美大島というフレーズに関心を

持って頂くなど、全国の方々に愛の浜園をＰＲ（宣伝）する事ができたのではないかと思います。今回、多くの人

に愛の浜園での利用者さん達の取り組みに関心を持って頂けたことが大きな収穫であったと思います。今後も

陶器の生産から販売、施設内各所への作品展示は当園で進めておりますので、お立ち寄りの際はぜひ、ご覧

になって頂ければ光栄です。ご来場いただきました多くの皆様、本当にありがとうございました。またの再会をお

待ちしております。（記事：田畑）  （※1）現時点で、愛の浜園は陶器の通信販売には対応しておりません。今

後も検討していきたいと考えておりますので、よろしければぶうげんびりあ№１の上記にあるＱＲコードより「愛の

浜園ホームページ」をご覧ください。定期的に更新していきますのでよろしくお願い致します。 


